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〔泌尿紀要18巻8号1972年S月〕

原発性男子尿道移行上皮癌の1例

昭和大学医学部泌尿器科学教室（主任：赤坂 裕教授）

今  村
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池  内
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PRIMARY TRANSITIONAL CELL CARCINOMA OF THE

     MALE URETHRA： REPORT OF A CASE

Kazuo IMAMuRA， Tsuneo KoNDo， Takao IKEucHi

        and Shoji YoDA

From the DePartntent of Urology， School of Medicine， Showa University

       （Chairman： Prof． H． Akasaha， M． D．）

  Acase of urethral tumor was reported． A 54－yearっ1d man was admitted to Showa Univer－

sity Hospital on September 10， 1971 because of dysuria and perineal pain． A tumor was palpable

along the urethra．

  As histological finding of the biopsy was transitional cell carcinoma， total urethrectomy was

performed on September 27， 1971．

  Radio一 and chemotherapy are to be performed after recovery of his health．

緒 言

 原発性尿道癌は他臓器の悪性腫瘍に比し，比

較的まれな疾患とされて》・る．ことに男子尿道

癌は女子尿道癌の1／31）あるいは1／4？｝といわ

れている．欧米においては，現在でも500例程

度と思われる．本邦においては，現在まで著者

が文献上集めえた症例は，自験例を含め87例に

すぎない．最近，当教室で原発性男子尿道癌を

経験したので，ここに報告し，・あわせて本邦例

において若干の文献的考察を試みた．

症 例

患 者：54才，男子，会社員．

初 診：1971年9月8．日。

主訴：排尿困難および会陰部痛．

家族歴：特記すべきことなし．

既往歴：特記すべきことなし，

現病歴：1969年ごろより排尿困難があったが，その

まま放置していた．1971年ごろより尿線細小とさらに

会陰部痛が加わったので，当院を受診した．

 初診時所見：両側鼠径リンパ節に異常なく，外陰部，

陰茎，亀頭，外尿道口にも視診上異常を認めない．触

診では尿道にそって会陰部より小鶏卵大の硬い腫瘍を

触知したが，圧痛はない，その他，睾丸，副皇丸，精

索，前立腺には異常を認めなかった．尿道造影では尿

道球部に約3cmの陰影欠損を認めたが，後部尿道に

は著変を認めない（Fig．1）．

 以上のごとき所見であったので，尿道腫瘍を疑い

1971年9月10日入院した．

 入院時所見：体格中等度，栄養状態普通，全身的に

は特別な所見を認めず，胸腹部の理学的所見に異常を

認めない．血圧136／90．

 検査所見：尿所見では蛋白（＋），糖（一），ウロビリ

ノーゲン（正常），沈渣では赤血球（一H一），白血球（帯）で

細菌は桿菌（＋）．血液所見で赤血球325×104，血色素

量13．Og／d1，ヘマトクリット37％，白血球数17800．

血液像で桿状核4％，分葉核84％，リンパ球7％，単

球5％，血液化学では総蛋白6．ユ9／d1， A／G 1．7，尿



Fig．1． 尿  道  造  影
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Fig．3．移行上皮癌組織像（弱拡大）
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Fig．2．手術時摘出標本 Fig．4．移行上皮癌組織像（強拡大）
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Table 1．本邦原発性男子尿道癌症例

例数猛者名細雨難維組織像主 訴  既 往 歴  治 療 予 後

・畑 l19・2・2隊 部添上薦麟・蘇締瀬・尿道狭蟻茎姻再訴峯間）

2 森 191347 二 部扁平上皮癌排尿痛・血嚇疾・脳狭鞭翻除治癒

3泥谷 19・8i・・舟状窩｝評上皮矧硬結・尿道騨包茎・淋疾鱗重出嚇軸）

・陣 192・151膜様部 尿 道 狭 窄淋 薙翻晒1覇後）
5内田 ／923i 56悔二部扁平上矧羨監部麓嚢窄鷹冥冥剰全翻術pa（、誕間後）

6長浜
11924

桝・ほか・92・56外尿道・野上薦謄流出’尿道狭な 睡瘍切繭勢浜）
・1深井 1，…1 ・・ L二 型扁平上囎尿道狭嚇疾・尿鰍窄尿道切晒、勘後）

9深井 ユ92864 球 部扁平上皮痢尿道狭轡 痢       死 亡
 全熟勢術 （10日後）

10深井 画引血尿卸 扁平上皮癌腫 瘤角宿包茎・淋薙瘍熟蚕聾間）．

！1
Pこ口 ・9285・外m道・応 訴麗難’尿道瞬離尿道纈 除1

12小林 i19311 ・s 1 ・S部？扁平上雌1頻尿・三二鰍・三型 i死亡

13中野
19311

14w ｝19376・1外尿道・扁平上皮癌i 1淋疾・包傘茎購i
，・ 1岩下・ほか193・6・ 1球 部陣二上劇血尿腫瘤劇 1繍華字’1

16岩下・ほカ！193・1・・二 部陣二上二階・尿道確 放 射 線

17w l193sl・3外脳・基底細蜘尿道狭麟疾・梅毒際顯ボ治癒

！8松井 193845 外尿道口 草聖筆写離一二・軟性下甫尊翁ボ再欝軸）
1g麻山 ！93853隊 部 髄狭窄・劇淋疾・梅毒懸顯活リ

20 北村・ほか ！940 48 球 部
扁平上元二二・臨・二瀬・尿道狭窄躾翻螺導

尿痛 ・包茎
放射線

死 亡
 （45日後）

21森 194348隊 訓扁平上面直角蜘尿道淋 疾腫瘍切除厩奮三更間）

22 佐野 19501 46 後部尿道？ 扁平上皮癌 淋 疾
膀胱全摘・尿
管S状結腸吻
合術

死 亡
（3週間後）

・・ ltz＊・ほカ！1952・8舟状窩1 血尿・びらん・
尿淋巴

陰茎切断・リ
ンノく負行享β清

．⑳辻・O・か19525・三部膜劉移行上野蘇翻L腫；淋 疾全県勢術治 癒

25井田 1953P59舟状窩 扁平上皮癌硬 結・痩 孔淋 疾

26寺井・ほかilgS41 75球 部 扁平上皮癌腫瘤触知・痩孔淋 疾

・・1岩田・醐ig5・i 71
球部膜様部 扁平上皮癌 尿道狭窄・尿道掻

・・清水・e・カ！195・［68 腫瘤触知・血尿1
・膿流出 全智剣

淵黒川・ほ醜

⑳1齢 1958

38

41

球部膜様部

球 体

離皮癌
g陰羅脹包茎備細小壽遭難磁鴨持間、

移行上皮癌 排尿困難1外傷騨狭窄騨撚蔑讐舗

31伊藤 195865 球 部睡上雌曄雛喉孔晦・尿道灘抗癌剤死亡
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32 田林
195824癩海綿体禰平上皮購、。欝知
    し

な
・1遍身螺二陣軸）

33前田・ほか195850 門 下扁平上薦驕狭窄’醜 放 射 線

⑭」林

 E
1958 41 球

部移行上皮離瘤触知」外回尿道狭窄i懸盤羅馳発な・

糧嚢
（2ヵ月間）

⑱i握・ほか195858球 部移行上皮癌総。尿閉腫淋疾・尿道狭窄麟全摘．形

36沖田・ほ・！19585・1球 綱評上薦尿道部圏長
371飯島

 F
19587・ ｵ子欝謙扁平上皮縫三角虫知1な し全除勢術

38 岡元

lgssl 72

前部尿道 扁平上融融魏瀕尿な ・購鰯鷲・後・
  
⑳「岡元
 1

195872前部尿道移行上皮癌痩 孔尿道離除一死（亡85日後）

40長沢 1959・・振子部扁平上腿1 1な ・i全除勢術降順舳）

411赤坂
 1 196065後部尿道 扁平上囎瞬角蜘出講 疾控除勢術

42山田 196166球寸劇扁平上val尿閉・腫離知［瀬・尿道外鶴野断術誓、房膿）

、1！豊田．ほか19611、9球
 i         ［   ［

部扁平上囎麟獅●騨淋 疾尿道吻合
・坐越 1！961國 隔平上囎1

       
’全知術「死亡

45 1松浦 19611 5！ 扁平上輿1 会陰部打購鵬切開’臨蝉吟）

46松田

  1

1961i

  I

陰茎切断・尿L
道全摘・放射
線

羽目
・8

196・P・・1獺灘部評上皮蝿点角蜘一 纏切断放［

196・1661球 剖扁平上蠕脚・尿際窄鯵↓畢導ロィ騨拡張
 1
49

19621611球
部 扁平上皮癌腫瘤触知・頻尿淋

疾騰熱1死・・妄・後）

5。野沢．ほか1962151全尿道 扁平上皮癌 騨乳頭主柱勢細断畷）
⑪「辮・ほか11962

52 愛甲 1963

56楽部？
 L

55 振 子 部

移行上皮癌 T墨壷瞬二二1放射線

扁平上皮癌騨蜘排尿淋
 陰茎切断・リ

秘密享晴
53巾．ほか！963167
        i

後部尿道 扁平上皮癌痩 孔尿道狭窄1J馨窄とし死亡

54 1日野

 d

）lg631 i尿道狭窄

55川住 196374後部尿道

56藤田

扁平上薦醗角蜘翻L尿道狭窄1 ?ﾏ向●放

19641 63 舟 状 窩
扁平囎驕三角蜘●排尿尿道下裂・淋疾壁塗店丁丁

57［小松 ／9・・162隔状窩1 ［尿道出血1 除茎切断胎癒

58後藤・ほか19657・1前部尿道基底細胞癌亀頭部腫瘤
          1

陰茎切断・リ
ンパ節郭清

59

60

大北・ほか 1965 61

柵・か
P96・161

舟 状 窩

後部尿道

扁平上皮癌

乳頭状腺癌

尿道先端部腫瘤
・排尿痛

血尿・排尿障害

淋
疾陰萎顯店！1

 倣射線
前立腺を含め
腫瘍摘出・抗
［癌剤

  
61［宮本 T196561舟状窩 扁平上皮癌
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62宮本 1965

・［

 膜様部よ
 り 前 方 扁轍y懸鰹淋疾・融窄

63清水・ほかi，…1・・｝後部尿道1 羅鑑窄‘会陰淋疾・尿道灘瞬舗除i

・・宿水・ほか19651・・後部尿道｛ 榛麟腫瘤’排1淋

＠ 南  ・4まカ、196与 6i 球部より
海綿体部

移行上皮癌

贈性器酬

排尿困難・血尿淋 疾弊騨
66 ］大北・ほ・！1966711後部尿道睡上皮癌騰細小・尿蝦疾●会陰醐1・…r・法死亡

67 1児玉・ほかi！9661・6陣一部1扁平上薦饒健脚●1な

68 森 19671 68 球 部 扁平上皮癌

し1全討議術
 L

69 森 陣隊
  
部1  扁平上皮癌

鱗難’会陰蔽擁騰鞭癌i

螺蔭騨触知淋疾・梅毒櫛郭清・揺；（・年
腫瘍摘出・リソ…再発なし

渕・放射線  ｝ 2ヵ月間）

70@1吉田 1967i 56 前部尿道1腺     c 騨瘤触半 弓騰輪噂軸）
71 ISt・・ほカ・119671 36 1後部目測扁平上薦蔽う鞭．麗な ・総堀’放陀妄月後）

＠1酒井 19671 52 藻立腺劃灘蹴1血 尿1な

擁鵬『騰舳・
・31謝・ほ・11968168隊部？偏平上囎棲 孔1淋 疾儲切除’抗陀暴露）

，4「酪
1968 49． 膜 様 部 二皮癌

ﾋ狭窄庵講’喋欝欝潔1死・病・後）

75神谷  968182悔繍部1扁平上B（ne IVk M障害尿道狭窄・鯖購額顯治癒

76松尾・ほかi1968i 46 偏平上職

771鳩・ほカ・11968i・・前部尿道噛平上品騨鰭羅会陰舗撲1鏑騰’悶

78曄・ほ・！1969国前部尿道腺 細排尿困騨  疾講切除●膀1死、妄盲断

・9平岡・朗19691831球轍様子i腺 癌聚甥難雌淋疾・尿道狭窄1放射線匪15零丁）

・・久保・ほか1969［ 36  i扁平上皮御陰羅瘤’尿l  i鱗着崩’放i死亡

＠

82

83

六條 正969 53

川倉 1969 73

後藤．ほ訓19，。1 42

前部尿道移行上皮癌騨心馳螺な
           腫脹

し

前部尿道摘出
・リンパ節郭
清

前部尿道扁平上皮癌

球
 1

部1腺 1

排 尿 困 難淋
      L

． 陰茎切断・リ
 痴ンパ節郭清・

  航癌剤

癌聖戦腫【
陰茎切断・リンi
Tパ節郭清・・放射

線・抗癌剤

84瞬・ほかi19・・［62前部尿道離細解離南流血糊・軟性陥簾翻副

851掛ほか！97116漏部尿道1腺 ．1血尿腫瘤触知
な

。腱魏輪廻醗な・
郭清・放射線

⑯1置塩．ほカ、

＠ 自 験 例

（1年間）

副21諭部尿道1鮪上薦外尿道唖磁道下裂麗駿挿臨．醗な・
縷・抗癌剤

（2ヵ月間）

19711 54 球 勤行上下無難・会曝 し鎌灘纒騰舳
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素窒素14，＄mg／dl， K 4．1 mEq／1， Na 137 mEq／1，

C199 mEq／1，総コレステロール172 mg／d1，黄疸指

数6，アルカリフォスファターービ1．8BLU，酸フォス

ファターゼ0．28BLU，硫酸亜鉛試験2，8，チモール混

濁試験0．3，CCF試験（一）， GOT 15 U， GPT 13 U．

赤沈1時間値52，2時間値85，血清梅毒反応（一），

PSP試験15分値30％，2時間値総：量70％，フィシュ

バーグ濃縮試験最高比重1022．胸部レントゲン検査お

よびEKGでは，ともにとくに異常はなかった．

 入院後経過：入院時39．5．Cの発熱があったので，

その治療後9月16日，会陰部より腫瘍の生検をおこな

った．組織学的検索の結果，移行上皮癌であったので

9月27日，全身麻酔のもとに前立腺，精嚢腺とともに

尿道全摘除術を施行，さらに両側鼠径リンパ節，両側

大腿動脈周囲リンパ節および，両側内外腸骨動脈周囲

リンパ節の郭清をおこない，膀胱痩を設置した．手術

後，緑膿菌感染のために手術創の治癒が遅れたが，12

月ユ1日退院し，外来にて経過を観察中である．なお，

放射線療法および化学療法は，患者の希望もあり体力

が回復してから施行の予定である．4ヵ月後の今日ま

で再発の徴候は認められない．

 摘出標本所見1摘出総重量2059．摘出物は断端よ

り亀頭先端まで約21 cmで，尿道に沿い縦割を入れ

ると外尿道口から約13 cmの尿道球脚に最：長部分で

約2．5cmの腫瘍を認めた（Fig．2）．

 組織学的所見：腫瘍は粘膜および粘膜下層にみら

れ，異型性の強い移行上皮癌で，とくに粘膜下層の癌

細胞巣の中心部は壊死に陥っている．この癌細胞の悪

性度を膀胱癌の悪性度にたとえると第皿度に相当す

る（Fig．3，4）．なお，手術時に郭清したリンパ節に

は転移は認められなかった．
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Fig． 5． lncidence by age in 87 patients．

るもの215例中，50才代は74例（34．5％），60才代は54

例（25．O％）となっている．

 （ii）病理組織学的分類：本邦一中はっきりしてい

るもの77例を扁平上皮癌，移行上皮癌，腺癌および，

未分化癌の4型に分類するとTable 2のごとくで，

扁平上皮癌が全体の約3／4を占めている．Kap／an et

a14）の212例では扁平上皮癌164例（77．4％），移行上皮

癌32例（15，1％），腺癌14例（6．6％o），未分化癌2例

（0，9％）である．Campbell et a16）によれば約300例の

3／4が扁平上皮癌であったという．自験例は組織学的

検索の結果，移行上皮癌であったが，本邦11例目にあ

たり，尿道の移行上皮癌は全体の！4．3％と比較的少な

い．

Table 2． Histologic diagnosis of urethra！ neo－

 plasms in 77 patients．

No． of

patients ％

 原発性男子尿道癌の報告は1834年のThiaudiさreに

始まり，欧米においては，1951年McCrea et a13）が

246例を集録し，！967年Kaplan et a14）が232例を蒐

集している．本邦においては，1912年，久留5）が第1

例を報告して以来，現在まで著者の集めえた症例は自

験例を含め87例である（Table 1）．これらの本邦症例

について若干の文献的考察を試みた．

 （i）年令：本邦町中記載ある81例についての年令

分布はFig．5に示すごとくであり，最：低年令は21才，

最高年令は83才，平均年令は57才であり，いわゆる癌

年令層といわれる50才代および60才代に多くなってい

る．McCrea et a13）によれば，234例の平均年令は56

才であったという，Kaplan et a14）によれぽ，記載あ

Squamous cell ca．

Transitional cell ca．

Adenoca．

Anaplastic ca．

55

11

8

3

71．4

14．3’

10．4

3．9

 （iii）発生部位：本邦例において明確に記載のある

76例についてみるとTable 3のごとくであり，球部

に発生したものが最も多い。著者の症例は移行上皮癌

で球部に発生した例であるが，K：aplan et a14）によれ

ば移行上皮癌はふつうは尿道前立腺部に発生するとい

う．本邦例の移行上皮癌11例をみると，尿道前立腺部

は1例にすぎず，他の！0例は膜様部より前部尿道に発

生している．

 （iv）発生原因；他の悪性腫瘍と同様に尿道癌の発

生原因は不明であるが，淋疾．尿道狭窄，慢性炎症な

どの尿道疾患と関係が深いといわれてきた．本邦例に
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Table 3． Location of urethral neoplasms in 76

 patients．

，Ng．． of

Patients

Meatus

Fossa navicul．

Ant． urethra

Pendulous

Bulbous

Bulbo－membranous
Membranous

Post． urethra

Total ufethra

6

7

；王2

2

29

5

4

10

1

7．8

9．2

15．8

2．6

38．2

6．6

5．3

13．2

1．3

同様の傾向がみられる．本症の場合，ときに炎症と懐

孔形成を起こすことがあり，尿道周囲膿瘍を伴った場

合には腫瘍発生を見落とすことがあるので注意を要す

る．

 （vi） 治療法：尿道癌の治療はもちろん，手術的に

腫瘍を取り除く方法，放射線療法，化学療法の3つが

あり，さらにこれらを組合わせでおこなうわけである

が，．ある一方法を最良め治療法として決めてしまうこ

とは最良の策とはいえない．本邦例をみると病状の進

行状態により治療法が違うように思われるが，最近の

傾向としては手術的療法に放射線あるいは抗癌剤を併

用する方法が多くおこなわれているようである．、

Table 4． Significant factors in the past his－

 tory of 66 patients． （94 category）

rrt？ienOtslf｝o（
Urethritis j
Infiamrnatory stricture I

Urethral trauma

Traumatic stricture

Unknown stricture

Others

No history

42

10

4

3

5

20

10

44．7

10．6

4．3

3．3

5．3

21．2

10．6

おける既往尿道疾患はTable 4に示した． Kaplan et

a14）によれば232例中37％に性病の，35％に尿道狭窄

の，7％に外傷り既往があったという．本邦例をみて

も淋疾，尿道狭窄，外傷の既往のあったものが多く，

尿道への慢性刺激が癌発生に関係することが疑われる

が，これを女子と比較した場合，女子には狭窄はほと

んどないのに女子に尿道癌が多いことを考えあわせる

と必ずしもうなづけないようである．

 （v）主訴：尿道癌には特異的な症状はないが，本

邦例中で主症状と思われるものをTable 5に示した．

K：aplan et a14）は閉塞症状27％，腫瘤触知22．5％，

尿道周囲膿瘍18％，尿道分泌物ないし血尿i3％，尿痩

11．5％o，尿閉5．5％などを挙げており，本邦例もほぼ

Table 5． Presenting syrnptoms in 74 patients，

 with urethral carcinoma． （140 category）

        結     語

 1）．51才男子の原発性尿道球部移行上皮癌症

例を報告した．

 2） 本邦における原発性男子尿道癌87例を総

括し，年令，病理組織学的分類，発生部位，発

生原因，主訴，治療法について文献的考察をお

こなった．

 3） 自験例は原発性尿道移行上皮癌として，

本邦における11例目．であった．

 本論文の要旨は第338回目本泌尿器科学会東京地方

会において報告した．

No． of
patientS ％

Palpable mass

Obs亡ructive symptoms
Urethral discharge or
hernaturia

Urethral fistula

Pain on urination

Pain

Others

41

37

19

18

8

4

／3

29．2

26．4

13．6

12．9

5．7

2．8

9．4
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